
コミュニケーション（対話）トレーニングのアンケートについて、現在の状況を
教えてください。

令和6年10月28日
実りの秋へGoGo号
掛川市教育委員会
「３つの創る力」育成
プロジェクトチーム３つの創 る力３つの創 る力
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「３つの創る力」発揮・育成に向けた学園共通実践をありがとうございます。研修主任の先生方を中心に、各校、各学園

において充実した取組が展開されています。“実りの秋”を迎えるために、「水平展開」「自走化」の一層の推進に向けて、

「３つの創る力」発揮・育成のポイントをまとめました。

「３つの創る力」への意識が高まることで「３つの創る力」への意識が高まることで

① 「３つの創る力」発揮・育成に向け、自校が、一層「壁を越える」ためには、どんな取組や意識の変化が必要か、周りの人と話し合いましょう。
② 前回の通信で計画した自分の取組を振り返り、 「３つの創る力」を意識して実践するために、これから取り組むことを書きましょう。

水平展開

キーワード①

自走化

キーワード②

Teamsの使用方法が“時々活用・伝達”から “日常の使
用・交流”へと進み、研修の日常化につなげている学園・
学校があります。大きな一歩です。

仕組みを生かすポイント
2

各校で様々な仕組みがつくられ、工夫した実践が行われ
ています。授業研究のサイクルに明確に位置付けることで、
学び手の視点からの授業改善が進んでいます。

② 教科② 教科

日常とつなげるポイント
1

授業案に
明記

研修の
振り返りに
位置付け

ある中学校では、夏季研修において、どの教科でも、
資質・能力の育成に向けた手立ては「３つの創る力」
の育成につながっていることを確認しました。
「もっと子供の創○力が発揮されるようにするには、
私の教科なら～する。」などと、教科を越えて見方・考え
方を交流することで、実はそれぞれの教科の理解も深
まります。

ある小学校では、「『3つの創る力』を発揮している場面を
見つけることができましたか」というアンケートを、研究授業
の度に行う中で、教師の見取る目に変化がありました。

「３つの創る力」を発揮している子供の姿について理
解を深めていくと、「話合いをしているから『創合力』
の発揮である」「自分の考えを書いているから『創律
力』を育成している」という単純な考えでは不十分で、
子供の確かな見取りが必要なことに気付きます。
これは、学年・校種を越えた共通の視点として、「子
供が力をどう発揮するか」という学び手の視点から授
業を見る教師の目を鍛えることにつながります。
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① 学年・校種① 学年・校種

Before

After

『3つの創る力』を発揮している場面を見つけることができましたか？

教師の
捉える目が
変わる

教師が育成を意図する場面以外でも、子供は「３つの創る力」を

巧みに発揮し、学びに向かっていることに気付けるようになる

→より一層の「学び手の視点」からの授業構想、改善へ

○○先生の授業を参観させていただきました。

校内で
情報発信
情報共有

学園内で
研修主任
が連携
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